
株式会社⼩⽷製作所の事業適応計画のポイント 2023年2⽉20⽇

１．事業適応計画の実施期間
2023年2⽉〜2025年3⽉

２．⽣産性向上⽬標
炭素⽣産性を13.8％ポイント向上することを⽬標とする。

３．前向きな取組の内容
⽣産設備・⼯程の電動化や複合化を実施するとともに、
各⼯場の空調機更新、照明のLED化、ボイラー設備や
変電設備の更新など、省エネ設備の導⼊を⾏うことで、
電気・ガス消費量を削減する。
また、太陽光パネルの設置等を通じた再⽣可能エネル
ギー活⽤によりCO₂排出量を削減し、炭素⽣産性の向
上を図る。

４．⽀援措置
税制措置 (カーボンニュートラルに向けた投資促進税制)

＜静岡⼯場外観＞

 株式会社⼩⽷製作所は、CO₂排出量を2030年度に2013年度⽐▲50%、2050年度にカーボンニュートラルとする⽬
標を掲げ、エネルギー消費効率を⾼める省エネ設備の積極導⼊等、達成に向けた活動を進めています。

 この活動により、製品の製造時に排出されるCO₂を減少させていくことで、付加価値の創出と環境への負荷低減を両⽴させ
ていきます。

＜事業適応計画の概要＞

＜榛原⼯場外観＞ ＜相良⼯場外観＞


